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１．内子町の概要

伊予市 砥部町

久万高原町

西予市大洲市

大洲市

小田支所

内子町役場

内子分庁

松山自動車道
内子五十崎IC

○面積： 299.50㎢
○人口： 18,045人(2010年国勢調査）
○世帯数： 6,722世帯（2010年国勢調査）

松山市(1) 内子町の位置
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１．内子町の概要

(2) まちづくりのシナリオ -内子町総合計画-

内子町がめざす将来像
町並み、村並み、山並みが美しい
持続的に発展する町

キャッチフレーズ
●キラリと光るエコロジータウン内子
●住んでよし、訪ねてよし、

美（うま）し内子
＝計画期間＝

２００７年～２０１５年
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１．内子町の概要

(3) 内子町における交流・体験に関わる活動の概要

都
市
部
の
人
た
ち
と
の
交
流
促
進

●移住促進、各種団体との連携による取り組み

●観光振興、農村体験等による取り組み

●国際・文化交流、住民主体の地域づくりによる取り組み

●産業振興、地産外商による取り組み

4



２．移住促進、各種団体との連携による取り組み

(1) うちこんかいプロジェクト 人や企業を内子町に誘致する
施策や活動に、町をあげて取り
組んでいます。

↓４月に着任した３名の地域おこし協力隊
新たな交流のキーパーソン！

↑ 移住体験住宅等の整備

↑ 移住者の起業支援

チーズ職人として起業・定住
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２．移住促進、各種団体との連携による取り組み

(２)内子町への移住者の推移
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

県内
県外

平成17年度からの移住者 ５３組（１２０人）
うち県外からの移住者 ３７組（８８人）

H26年は7月までの実績
↑空き家バンクで情報発信開始
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２．移住促進、各種団体との連携による取り組み

(３) 大学との連携協定

松山大学生の集落調査と元小学校
（御祓小）の活用を探るワークショップ

２０１４．９．18

愛媛大学生による獅子舞・ねりの復活
（臼杵・三嶋神社） 2014.10.26
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２．移住促進、各種団体との連携による取り組み

(４) 企業との連携協定

内子町は㈱伊予銀行と連携協定を締結。自治会などが
行う地域のイベント等には、行員もボランティアで参加し
ます。
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３．観光振興、農村体験等による取り組み

(１) 町並み保存 -八日市・護国伝統的建造物群保存地区-

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

旧内子町は、江戸末期から大正期にかけて和紙と木蝋の生産で栄え
た町で、特に木蝋の生産は、全国の生産量の約３割を占めていたと
推定されており、その時代の名残を今に残す白壁の土蔵づくりの歴
史的環境保全、町並み保存を施策にしたまちづくりに取り組んでいま
す。昭和57年（1982）、全国で18番目、四国では初の「重要伝統的建
造物群保存地区」に選定されました。

重要文化財 上芳我邸

重要文化財 大村邸・本芳我邸
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３．観光振興、農村体験等による取り組み

(１) 町並み保存 -芝居小屋「内子座」-

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

大正５（1916）年に建造された芝居小屋

平成28(2016)年に創建100周年を迎え、
記念企画等の取組がスタート !

毎年８月に開催される文楽公演
全国各地から文楽ファンが訪れる 10



３．観光振興、農村体験等による取り組み

(１) 町並み保存 -芝居小屋「内子座」-

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

平成28年：創作狂言を
子どもたちと一緒に舞
台化

内子座では、本物の芸術や文化に触れる活動も行っています。 11



３．観光振興、農村体験等による取り組み

(２) 村並み保存 –村並み保存の先駆け－

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

村並み保存運
動のトップラン
ナー

（石畳地区）
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３．観光振興、農村体験等による取り組み

(２) 村並み保存 －美しい農村景観－

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

泉谷の棚田風景（日本棚田100選）

上田家の石垣（石畳地区：有形登録文化財）

農家の軒先を彩る干し柿の風景
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３．観光振興、農村体験等による取り組み

(３) 山並み保存 －内子の頂に広がる大自然－

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

4500haの広大な大森林地帯“小田深山”
渓谷やブナ林など、大自然を舞台とした取り組みが始まっています。

小田深山渓谷（四国カルスト自然公園）

初夏の笠取山～大川嶺（ミツバツツジの大群落）
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３．観光振興、農村体験等による取り組み

(４) グリーンツーリズム

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

五感でまるごと内子を体験！
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３．観光振興、農村体験等による取り組み

(５) ビジターセンター、まちの駅（Nanze）の整備

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

ドイツフェスタ開催！
H26.10.4

まちの駅 Nanze

← ビジターセンター
A-runze 16



３．観光振興、農村体験等による取り組み

(６) 着地型観光への取り組み

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

内子の酒蔵をめぐる・・・
内子酒蔵ツーリズム

一筆で描く小さなエリアを地元案内
人とゆっくり歩く、新しいまち歩きが
スタート！四季折々の表情をみせ
る町並みや内子座周辺、農山村の
景観が美しい村並みや山里を歩く
“ねき（近く）歩き”は新しい内子の
観光の“カタチ”です
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４．国際・文化交流、住民主体の地域づくりによる取り組み

(１) 姉妹都市交流 –ドイツ・ローテンブルク市との交流-

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

内子町とドイツローレンブル
ク市とは、平成25年9月に
姉妹都市盟約を結びました。
青少年の海外派遣事業や
ホームステイ受け入れなど、
住民レベルでの交流を盛ん
に行っています。 18



４．国際・文化交流、住民主体の地域づくりによる取り組み

(２) 姉妹都市交流 –沖縄・宜野座村との交流-

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

内子町と沖縄県宜野座村は姉妹町村提
携盟約（S48年）を結び、２年に１度、子
ども達がお互いの町・村を訪問し、様々
な文化交流を行っています。

↑

う
ど
ん
の
麺
う
ち
体
験

↓

手
漉
き
和
紙
の
体
験 19



４．国際・文化交流、住民主体の地域づくりによる取り組み

(３) 自治会の主体的な取組、イベント

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

●長田地区の廃校活用（長田おやまの学校）

お山の学校「ながた」は、閉校となった内子町立長田小学校を改築し、
宿泊施設として生まれ変わりました。施設は、学校として利用されて
いた当時の面影を残しながら教室であった部屋を、宿泊室二部屋、
食堂、調理室（自炊・提供用調理室）、屋内浴室に改修し、都市部か
らの人々を受け入れています。

運営は地域の
方々！
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４．国際・文化交流、住民主体の地域づくりによる取り組み

(３) 自治会の主体的な取組、イベント

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

いかだ流し（川登地区）

春祭り（立石地区）

水車まつり（石畳地区）

泉谷の棚田自然浴ツアー（御祓地区）
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５．産業振興、地産外商による取り組み

(１) 道の駅（農産物等直売施設）

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

●道の駅 フレッシュパークからり

「農業を魅力的な産業に」 22



５．産業振興、地産外商による取り組み

(１) 道の駅（農産物等直売施設）

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

●道の駅 フレッシュパークからり –からりネットの導入-
【販売状況】 ７月２８日１５時

コード 品名 単価 販売数 売上

金

０３３ キャベツ 100 ６ 600

０３３ キャベツ 120 ３ 360

２０１ ぶどう 800 １０ 8000

２０１ ぶどう 1200 ５ 6000

２２１ すいか 1000 ３ 3000
【販売状況】 ７月２８日１５時

コード 品名 単価 販売数 売上

金

０３３ キャベツ 100 ６ 600

０３３ キャベツ 120 ３ 360

２０１ ぶどう 800 １０ 8000

２０１ ぶどう 1200 ５ 6000

２２１ すいか 1000 ３ 3000

○出荷物の販売状況が１時間毎にメールで届きます

○売り切れそうな農産物を畑から直売所に直行
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５．産業振興、地産外商による取り組み

(１) 道の駅（農産物等直売施設）

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

●道の駅 フレッシュパークからり –環境保全型農業-

○店頭端末にて買う前に栽培履歴を確認

○栽培方法の出荷前チェック

○入力作業軽減のためＯＣＲを採用

《栽培履歴公開画面》

《ＯＣＲ用紙》

からりトレーサビリティシステム
２００６（Ｈ１８）年から完全実施
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５．産業振興、地産外商による取り組み

(１) 道の駅（農産物等直売施設）

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

●道の駅 小田の郷せせらぎ

平成１６年にオープン！

林業のまちにふさわしく、木の温もりが溢れる
農産物・特産物直売施設です。

小田深山や“巨木の里”など
との連携が今後の課題 25



５．産業振興、地産外商による取り組み

(２) 東京都豊島区でのイベント、交流 –内子フェアー-

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

東京都豊島区の巣鴨通りで毎年秋に開催
する「内子フェアー」
都市部での内子ファンの獲得を目指す！ 26



５．産業振興、地産外商による取り組み

(２) 東京都豊島区でのイベント、交流 －ふくろ祭り－

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

会場に設けられた内子ブースでは、
内子の美味しい“食”を都市部の方
に味わって頂きます。
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５．産業振興、地産外商による取り組み

(２) 東京都豊島区でのイベント、交流 －防災応援協定－

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

平成25年12月10日、東京都豊島区と
「豊島区と内子町との非常災害時における相互応援に関する協定」を締結
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６．これまでの取り組みの効果とこれからの方向性

(１) 交流人口（観光客）の推移（H15年度～）

1970（昭和45）年代の町並み保存地区
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６．これまでの取り組みの効果とこれからの方向性

(２) 更なる交流人口拡大に向けて

1970（昭和45）年代の町並み保存地区

内子町の歴史・
文化を活かす

美しい内子の
景観保全と活用

交流の拡大と
地産外商
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